
清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造

―
―

「
内
発
型
」
地
域
開
発
の
基
礎
的
過
程
の
考
察

土

居

英

は

じ

め

に

本
稿
は
、

「高
度
成
長
」
型
経
済
発
展
の
終
焉
以
降
、
停
滞
に
悩
む
清
水
市
経
済
の
概
観
を
主
と
し
て
市
民
所
得
推
計
を
通
じ
て
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
清
水
市
地
域
経
済
に

「
起
死
回
生
の
活
力
を
創
出
す
る
」
期
待
を
担

っ
て
登
場
し
た
中
部
電
力
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
計
画
が
、
構

造
的
危
機
下
で
の

一
つ
の
地
域
産
業
政
策
と
し
て
地
元
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
う
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
清
水
市
経
済
社
会
が
直
面
し
て
い
る
諸
課
題
と
そ
の
相
互
連
関
に
つ
い
て
、
問
題
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
概
括
的
な
整
理
を

し
て
お
こ
う
。一　

清
水
市
経
済
社
会
が
直
面
す
る
諸
課
題
と
政
策
対
応

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
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静
岡
県
清
水
市
は
人
口
二
四
万
の
地
方
中
核
港
湾
工
業
都
市
で
あ
る
。
地
域
経
済
類
型
と
し
て
は
、
重
化
学
工
業
分
野
に
多
い
特
定
企
業
の

「
企
業
城
下
町
」
型
で
も
な
く
、
軽
工
業
分
野
に
多
い

「
地
場
産
業
産
地
」
型
で
も
な
い
。
農
業

（茶

・
み
か
ん
）
や
水
産
業

（ま
ぐ
ろ
を
中

心
と
し
た
清
水
港
水
揚
高
は
全
国

一
位
）
を
ふ
く
め
、
遺
化
学
工
業

（造
船

・
ア
ル
ミ
精
練

・
石
油
精
製
）、
軽
工
業

（缶
詰

ｏ
本
材
合
板
な

ど
）
な
ど
の
多
様
な
産
業
群
か
ら
構
成
さ
れ
る

「
複
合
的
性
格
」
を
も
っ
て
い
る
。

工
業
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
基
幹
産
業
を
中
心
と
す
る

「
港
湾
依
存
産
業
」
群
は
、
清
水
市
の
一
九
七
八
年
就
業
者
の

一
五

・
二
％
、　
一
五
四

〇
〇
人
に
の
ぼ
り
、
港
湾
運
送
事
業

・
倉
庫
業

・
海
運
業
な
ど
の

「
港
湾
関
連
産
業
」
六
九
〇
〇
人
弱
と
合
わ
せ
、
両
者
は
合
計
三
二
三
〇
〇

人
、
清
水
市
就
業
人
口
の
二

一
・
九
％
に
毎
が
。
港
湾
工
業
都
市
と
し
て
清
水
市
経
済
を
類
型
化
し
う
る
。

こ
う
し
た
性
格
で
、　
一
つ
の
典
型
を
な
す
清
水
市
経
済
社
会
は
、
す
ぐ
れ
て
現
段
階
的
な

（
「高
度
成
長
」
経
済
か
ら

「構
造
的
危
機
」
へ

の
移
行
）
次
の
三
つ
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

第

一
は
、
市
内
の
基
幹
的
な
諸
産
業
の
多
く
が
、
工
業

（重
化
学
工
業

・
軽
工
業
）
で
も
農
業
で
も
、
あ
い
前
後
し
て
深
刻
な
停
滞
に
み
ま

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
農
業
危
機
ょ
り
排
出
さ
れ
た
労
働
力
が
工
業
部
門
で
の
低
賃
金
労
働
力
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た

「高
度
成

長
」
期
と
異
な
り
、
今
日
で
は
市
内
工
業
労
働
力
も

一
九
六
九
年
の
二
九
四
〇
〇
人
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後

一
九
八

一
年
ま
で

一
二
年
間
に
わ
た

っ
て
七
〇
〇
〇
人
減
少
し
、
三

一
五
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
工
業
部
門
そ
れ
自
体
が
大
量
の
労
働
力
を
排
出
し
て
は
が
。

「
過
剰
」
労
働
力

は
市
外

へ
流
出
す
る

一
方
、
市
内
の
い
わ
ゆ
る

「
第
二
次
産
業
」
群
へ
移
動

・
吸
収
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
男
性
労
働
力
の
減
少
と
女
性
労
働
力

の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。

各
業
界
は
人
員
削
減
を
中
心
と
す
る
厳
し
い

「合
理
化
」
で
対
応
し
て
い
る
が
、　
一
九
七
〇
年
以
降
の
問
題
の
性
質
は
、
従
来

の

「
合

理

化
」
型
対
応
を
超
え
る
問
題
―
途
上
国
の
資
源
主
権
要
求
と
清
水
市

へ
の
立
地
そ
れ
自
体
の
妥
当
性
の
検
討
レ
ベ
ル
の
問
題
―
さ
え
つ
き
つ
け

て
い
街
鮮
に
、
新
し
い
特
徴
を
持
つ
。



行
政
的
対
応
は
、
各
業
種
ご
と
の
丹
念
な
業
界
診
断
と
、
市

・
県
レ
ベ
ル
、
国
レ
ベ
ル
で
の
一
定
の
施
策
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
決
め
手
を

欠
い
て
い
る
と
い
う
の
が
卒
直
な
実
情
で
あ
る
。

清
水
市
経
済
社
会
の
直
面
し
て
い
る
第
二
の
課
題
は
、
市
民
各
層
の
生
活
過
程
の
場
で
市
が
導
入
し
た
住
民
参
加
方
式

に
よ
る
生
活
行
政

（
「街
づ
く
り
推
進
事
業
」
）
の
展
開
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
の
面
で
は
い
わ
ゆ
る

「
保
守
」
市
政
に
よ
る
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

「改
革
」
が
試
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
全
国
で
も
典
型
的
な

「
日
本
型

福
祉
社
会
」
へ
向
け
て
の
事
例
が
展
開
し
つ
つ
あ
る
。
大
工
場
に
お
け
る

「
小
集
団
」
型
労
務
管
理
方
式
の
、
地
域
の
場
で
の
展
開
を
想
起
さ

せ
る
こ
の
生
活
行
政
は
、　
一
方
で
徹
底
し
た
民
主
主
義
を
欠
け
ば
、
住
民
各
層
の
労
働
と
生
活
の
場
で
生
起
す
る
問
題
の
解
決
、
住
民
自
治
の

芽
を
、

「住
民
参
加
」
の
名
の
も
と
に
つ
み
と
り
か
ね
な
い
。
他
方
で
こ
の
生
活
行
政
は
、
真
の
住
民
参
加
と
民
主
主
義
的
運
営
が
徹
底
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、

「
三
割
自
治
」
に
制
約
さ
れ
た
地
方
行
政
水
準
の
構
造
的
低
位
と
地
方
行
財
政
権
限
の
制
約
＝
日
本
の
行
財
政
の
中
央
集
権
的

性
格
と
撞
着
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
、
住
民
自
治
の
観
点
か
ら
の
「
行
政
改
革
」
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

こ
の
生
活
行
政
が
、
市
内
基
幹
諸
産
業
の
停
滞
を
直
接
の
契
機
と
す
る
市
財
政
危
機
下
で
、
か
つ
国
の
産
業
政
策

（農
業

・
工
業
）
と
行
財

政
構
造
と
の
撞
着
を
回
避
す
る
範
囲
内
で
行
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
清
水
市
と
い
う
地
域
社
会
か
ら
立
て
ら
れ
る
選
択
は
、
現
段
階
で
の
新
規

産
業
誘
致
に
よ
る
０
地
域
経
済
振
興
と
、
―口＞

「市
民
参
加
型
」
生
活
行
政
の
た
め
の
財
源
確
保
＝
財
政
危
機
克
服
、
の
政
策
対
応
で
あ
る
。

清
水
市
経
済
社
会
が
直
面
し
て
い
る
第
三
の
問
題
こ
そ
、
こ
の

「
解
決
」
策
と
し
て
の
脱
石
油
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（液
化

天
然
ガ

ス
）
基
地
と
発
電
所
建
設

（中
部
電
力
）
計
配
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
計
画
は
、
全
国
で
も
お
そ
ら
く
最
初
と
も
い
え
る
立
地
環
境
上
の
安
全
性
に
か
ん
す
る
諸
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

市
街
地
と
の
近
接
度
合
、
狭
陰
港
湾
へ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
大
型
タ
ン
カ
ー
の
入
港
、
想
定
さ
れ
る
東
海
大
地
震
に
た
い
す
る
都
市
産
業
防
災
、
等
の
諸

問
題
が
そ
れ
で
あ
（“
。
住
民
の
意
見
は
、
地
域
経
済
社
会
の
危
機
打
開
の
見
地
か
ら
す
る
賛
成
論
と
、
同
じ
地
域
社
会
に
住
む
住
民
の
安
全
の

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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一
〇

見
地
か
ら
す
る
反
対
論
に
三
分
さ
れ
て
い
る
。
人
々
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
大
事
な

「
カ
ネ
」
と

「
い
の
ち
」
が
悲
し
い
こ
と
に
人
々
を
二
分
し

て
争
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
第
二
の
問
題
処
理
は
、
第
二
の

「
住
民
参
加
」
方
式
に
よ
る
生
活
行
政
展
開
の
財
源
確
保
に
も
役
立
ち
う
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

（何

故
な
ら
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
は
総
額
二
八
〇
〇
億
円
の
固
定
資
産
価
値
を
も
つ
設
備
投
資
と
し
て
、
巨
額
の
固
定
資
産
税
が
市
の
赤
字
財
政
を

一
挙

に
黒
字
に
転
化
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
）、
あ
る
意
味
で
第

一
の
地
域
産
業
振
興
の
課
題
だ
け
で
な
く
、
第
二
の
街
づ
く
り
推
進
事
業
展
開
の

必
要
か
ら
も
提
起
さ
れ
つ
つ
、
逆
に
こ
の
生
活
行
政
展
開
の
民
主
主
義
的
性
格
を
問
い
か
け
る

一
つ
の
試
金
石
に
な
っ
て
い
る
。

も
ｔ

「
住
民
参
加
」
方
式
に
よ
る
生
活
行
政
が
、

「
住
民
参
加
」
の
名
で
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
導
入
を
め
ぐ
る
安
全
性
の
慎
重
か
つ
徹
底
し
た
科
学
的

な
検
討
を
待
た
な
い
で
選
択
を
行
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
同
じ
地
域
社
会
で
働
ら
き
暮
ら
す
人
々
の
肩
に
の
し
か
か
る
上
記
第

一
の
課
題
―
市

内
経
済
の
停
滞
に
よ
る
仕
事
と
暮
ら
し
の
不
安
―
解
決
の
渇
望
が

一
つ
の
大
き
な
基
盤
と
し
て
存
在
し
つ
づ
け
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
行
政
サ
イ

ド
か
ら
す
れ
ば
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
導
入
へ
の
選
択
は
、
こ
の
意
味
で
は

「
大
義
」
で
あ
り
、
正
統
性
の
論
拠
と
な
る
。

こ
こ
一
〇
年
間
の
構
造
的
危
機
下
で
の
地
域
経
済
の
発
展
方
向
に
つ
い
て
は
、　
こ
れ
ま
で
文
字
ど
お
り

「
産
業
的
実
験
」

が
積
み
重
ね
ら

れ
、
そ
の
理
論
化
も
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
安
全
性
が
と
り
わ
け
危
惧
さ
れ
る
港
湾
工
業
都
市
清
水
市

へ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
計
画
は
、
過
疎
地

の
原
子
力
発
電
所
建
設
等
と
同
様
、

「
外
来
型
」
地
域
開
発
の
こ
れ
ま
た

一
つ
の
典
型
事
例
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た

「
外
来
型
」
開
発
は
、
大
規
模
産
業
設
備
の
導
入
に
際
し
て
多
大
な
地
域
経
済

へ
の
貢
献
を
期
待
さ
れ
つ
つ
も
、
現
実
は
既
存
地

域
経
済
振
興
と
は
あ
ま
り
縁
が
な
く
、
財
政
危
機
克
服
策
と
し
て
す
ら
そ
の
不
安
定
性
と
限
界
も
各
地
で
大
き
な
問
題
と
化
し
つ
つ
法
が
。

こ
れ
に
対
し
て
既
存
地
域
産
業
を
生
か
し
、
そ
の
活
力
を
産
業
政
策

へ
の
真
の
住
民
参
加
で
切
り
拓
こ
う
と
す
る

「
内
発
型
」
地
域
開
発
へ

の
事
例
も
各
地
で
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、

「高
度
経
済
成
長
」
の
終
焉
か
ら
既
に

一
〇
年
、
各
地
に
お
け
る
こ
う
し
た
地
域
経
済
の
選
択
の
経
験
と
教
訓
を
ふ
ま
え
て
、



清
水
市
に
お
け
る
経
済
と
産
業
の
動
向
を
市
民
所
得
推
計
を
合
め
考
察
し
つ
つ

（
第
二
節
）、
「
外
来
型
」
開
発
の

一
事
例
と
し
て
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基

地
導
入
が
地
域
経
済
に
も
た
ら
し
う
る
影
響
に
つ
い
て
、　
で
き
る
か
ざ
り
冷
静
な
評
価
を
加
え
て
ゆ
く

（第
二
節
）。
最
後
に
、　
清
水
市
と
い

う
港
湾
工
業
都
市
に
お
け
る

「
内
発
型
」
開
発
の
可
能
性
と
清
水
市
経
済
の
実
情
に
即
し
た
そ
の
特
殊
な
形
態
に
つ
い
て
も
簡
単
な
視
角
を
提

示
し
、
今
後
と
る
べ
き
政
策
対
応
の
手
が
か
り
と
し
た
い

（
お
わ
り
に
）
。

（注
）

（１
）

静
岡
県
清
水
港
管
理
局

『清
水
港
の
経
済
的
波
及
効
果

（清
水
港
経
済
効
果
測
定
事
業
結
果
報
告
書
）
』

一
九
八
一
年
二
月
「　
一
五
―
二
〇
頁
。

（２
）

後
出

「清
水
市
経
済
に
関
す
る
基
礎
資
料
」
第

一
部
第
六
表
参
照
。

（３
）

例
え
ば
清
水
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
木
材

・
合
板
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
業
界
診
断
の
一
節
が
あ
る
。

「
近
年
米
材
の
輸
入
量
が
増

大
し
、
わ
が
国
の
本
材
需
要
に
と
っ
て
主
要
な
供
給
源
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
の
場
合
、
国
有
林
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
州
以
外
の
州
有
林
の
丸
太
輸
出
は

全
面
的
に
禁
止
さ
れ
、
私
有
林
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
み
か
ら
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
供
給
見
通
し
は
、
楽
観
で
き
な
い
情
勢
と
な
っ
て
い

る
。
米
国
に
お
け
る
自
然
保
護
運
動
に
よ
る
種
々
の
制
約
に
加
え
、
原
本
入
手
面
で
競
合
す
る
米
国
西
海
岸
の
中
小
製
材
業
界
に
根
強
い
丸
太
輸
出
規

制
の
動
き
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

（中
略
）

一
方
、
南
洋
材
の
場
合
も
、
東
南
ア
ジ
ア
木
材
生
産
者
協
議
会

（Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ａ
）
や
国
連
貿
易
開
発
会
議

（Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
等
を
通
じ
、
生
産
国
側
が
丸
太
輸
出
規
制
の
強
化
と
わ
が
国
合
板
関
税
の
撤
廃
を
強
力
に
要
請
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
南
洋
材

供
給
の
半
分
近
く
を
占
め
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
昨
年

一
九
七
九
年
に
は
丸
太
輸
出
総
量
の
六
〇
％
を
製
品
も
し
く
は
半
製
品
に
す
る
計
画
を
発
表

し
た
」
。
静
岡
県
中
小
企
業
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
・
清
水
市
商
工
会
議
所

『産
地
診
断
報
告
書
―
清
水
地
区
製
材
業

・
合
板
工
業
の
現
状
と
課
題
』

一

九
七
八
年
八
月
、
五
二
と
五
三
頁

（原
木
事
情
の
変
化
①
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
３

（４
）

土
地
制
度
史
学
会

一
九
八
二
年
度
秋
季
学
術
大
会

（
一
九
八
二
年
十
月
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
本
稿
の
も
と
に
な
っ
た
報
告
を
し
た
あ
と
、　
一
九
八

三
年
二
月
九
日
付
毎
日
新
聞
は
、
電
力
需
要
の
伸
び
悩
み
か
ら
、
清
水
市
の
中
部
電
力
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
建
設
計
画
が

「事
実
上
の
延
期
」
に
な
っ
た
と
報

じ
た
。
本
稿
は
、
執
筆
時
点
で
は
ま
だ
こ
の
計
画
が
最
終
的
に
断
念
さ
れ
た
と
は
発
表
さ
れ
て
は
い
な
い
状
況
を
ふ
ま
え
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
』
と
清
水
Ｌ
Ｎ
Ｇ
導
入
問
題
」
日
本
科
学
者
会
議
静
岡
支
部

『
し
ず
お
か
科
学
評
論
』
第
四

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



法
経
研
究
三
二
巻
三
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（
一
九
八
一３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

号
、　
一
九
八
三
年
六
月

（５
）

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
建
設
に
反
対
す
る
情
水
市
民
協
議
会

『
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
ご
め
ん
だ
』

一
九
八
〇
年

（６
）

高
度
成
長
期
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
等
の
「
拠
点
開
発
」
方
式
が
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
宮
本
憲

一
、
遠
藤
宏

一
、
中
村

剛
治
郎
、
保
母
武
彦
氏
ら
の
丹
念
な
研
究
成
果
が
あ
る
が
、
近
年
の
原
子
力
発
電
所
建
設
等
に
つ
い
て
は
例
え
ば
次
の
文
献
が
あ
る
。
①
公
害
か
ら

健
康
と
環
境
を
守
る
市
民
会
議

『火
電
立
地
と
尾
鷲
地
域
の
経
済
Ｌ
　
一
九
八
二
年

一
〇
月
。
②
宮
本
憲

一
「
大
規
模
国
家
的
施
設
と
自
治
体
財
政
」

（
『都
市
問
題
』

一
九
八
一
年

一
〇
月
号
）

（７
）

原
子
力
発
電
推
進
町
長

リ
コ
ー
ル
で
注
目
さ
れ
た
高
知
県
窪
川
町
で
は
、
窪
川
町
農
村
開
発
整
備
協
議
会
ど
し、
う
自
主
的
組
織
が
農
業
を
み
な
お

し
、
文
化
・
教
育

・
住
．環
境
を
ふ
く
め
、
町
全
体
の
産
業
振
興
と
村
づ
く
り
の
と
り
く
み
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
、
住
民
結
集
の
大
き
な
力
と
な
っ

た
こ
と
は
教
訓
的
で
あ
る
。

（日
本
科
学
者
会
議

『第
９
回
原
子
力
発
電
問
題
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
稿
集
』

一
九
八
三
年
八
月
、
参
照
）

「高
度
成
長
」
期
以
降
の
情
水
市
経
済
の
動
向
と
構
造

本
節
で
は
一
九
七
三
年
の
第

一
次
石
油
危
機
を
転
機
と
す
る

「高
度
成
長
」
期
以
降
約

一
〇
年
間
の
清
水
市
経
済
の
全
体
動
向
を
概
観
す

スυ。
日
　
雇
用

・
就
業
動
向

地
域
経
済
の
動
向
と
い
う
場
合
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
地
元
経
済
が
い
か
な
る
雇
用
・
就
業
機
会
を
創

‐
出
，あ
る
い
は
消
滅
さ
せ
て
い
る
か
は

重
要
な
指
標
で
あ
る
。
こ
れ
を
最
も
ょ
く
反
映
さ
せ
て
い
る

『
国
勢
調
査
』
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。



本
特
集
の
終
わ
り
に
掲
げ
た

「
清
水
市
経
済
に
関
す
る
基
礎
資
料
」
第

ば
、　
一
九
入
〇
年
の
就
業
者
総
数
約

一
一
万
六
〇
〇
〇
人
、　
一
〇
年
前
の

２つ
。こ

の
減
少
は
、
農
林
漁
業

（約
四
〇
〇
〇
人
）、
製
造
業

（約
六
八
〇
〇
人
）、
運
輸

・
通
信
業

（約
二
〇
〇
人
）
が
主
導
し
て
お
り
、
中
で

も
製
造
業
が
雇
用
機
会
を
減
少
さ
せ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

同

「
基
礎
資
料
」
第

一
部
第
六
表

「
清
水
市
工
業
に
お
け
る
産
業
中
分
類
別
従
業
員
数
の
推
移
」
は
出
典
が

『
工
業
統
計
』
と
変
わ
る
が
、

こ
の
製
造
業
の
就
業
動
向
の
内
訳
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
清
水
市
経
済
を
主
導
す
る
い
く
つ
か
の
基
幹
産
業
の
最
高
就
業
者
数
の
年
次
が
か
な
り
相
違
を
も
ち
つ
つ
も
、
全
体
と
し

て
は

一
九
六
九
年
の
三
九
四
〇
〇
人
か
ら
、　
一
九
八

一
年
の
三

一
五
〇
〇
人
ま
で

一
二
年
間
で
七
九
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
漸
減
を
示
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
約
二
〇
％
の
減
少
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
産
業
中
分
類
の
就
業
者
数
で
み
た
場
合
、
清
水
市
の
な
お
最
大
の
基
幹
産
業
で
あ
る
食
料
品
工
業

（缶
詰
工
業
）
は
、
六
五
―
六

年
不
況
直
後
の
一
九
六
六
年
九
〇
〇
〇
人
強
を
ピ
ー
ク
に
、
七
〇
―
七

一
年
の
不
況
期
に
大
幅
に
減
少
し
七
〇
０
０
人
強
に
達
し
た
あ
と
、
六

二
〇
〇
―
六
四
〇
〇
人
台
、
最
高
時
の
七
割
の
水
準
に
低
迷
し
て
い
る
。
中
高
年
女
性
の
多
い
職
場
で
あ
る
。

木
材

・
木
製
品
は

一
九
六
八
年
の
四
五
〇
〇
人
強
か
ら
現
在
約
半
分
の
二
三
〇
〇
人
台
と
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。　
一
九
七
五
年
以
降
の
本

材

・
住
宅
不
況
の
深
刻
さ
を
反
映
し
、
転
業
も
多
く
み
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。
紙

・
パ
ル
プ
も
缶
詰
工
業
と
同
じ

一
九
六
六
年
約
二
〇
〇
〇
人

を
ピ
ー
ク
に
八

一
年
時
点
で

一
三
〇
〇
人
弱
と
ピ
ー
ク
時
の
四
割
の
水
準
に
ま
で
低
落
、
化
学
工
業
も
同
様
、　
一
九
六
六
年
の
二
四
〇
〇
人
台

か
ら
の
低
下
傾
向
は
否
め
な
い
。

以
上
、
食
料
品
、
本
材

・
木
製
品
、
紙
パ
ル
プ
を
含
め
繊
維
、
衣
服
を
あ
わ
せ
た
軽
工
業
全
体
の
就
業
動
向
が
、

「構
造
不
況
」
と
騒
が
れ

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一

部
第
四
表
、

「
塁
ガ
調
査
』
に
よ
る
産
業
別
就
業
者

数

を

み
れ

九
七
〇
年
の
約

一
二
万
人
に
対
し
、
四
〇
〇
〇
人
強
減
少
し
て
い
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（
一
九
八
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

た
直
後
、　
一
九
六
六
年
の

「
大
型
景
気
」
の
開
始
時
を
ピ
ー
ク
と
し
て
お
り
、
七
三
年
以
降
の
石
油
危
機
以
前
八
年
前
に
、
雇
用
機
会
の
場
と

し
て
は
設
備
の
機
械
化

・
近
代
化
と
あ
わ
せ
既
に
減
少
傾
向
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
窯
業

・
土
石
、
非
鉄
金
属

（
ア
ル
ミ
精
錬
）
な
ど
素
材
産
業
の
業
界
の
就
業
者
数
の
ピ
ー
ク
は
前
者
が

一
九
六
九
年

（
一
一

〇
〇
人
）
、
後
者
が

一
九
七
〇
年

（
一
一
〇
〇
人
）
と
三
―
四
年
あ
と
に
く
る
。
ま
た
金
属
製
品
、　
一
般
機
械
、
電
気
機
械
と
い
っ
た
組
立
加

工
型
業
界
は
、
電
気
機
械
の
最
近
の
数
値
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も

一
九
七
三
年
の
第

一
次
石
油
危
機
が
生
じ
た
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
。
設
備
投

資
の
急
減
少
と
い
う
需
要
要
因
に
影
響
さ
れ
る
産
業
で
あ
る
。

素
材
型
の
前
記
工
業
種
は
ピ
ー
ク
時
合
計
で
二
二
〇
〇
人
か
ら
、
人

一
年
時
点
で

一
二
〇
〇
人
弱

へ
と
ほ
ぼ

一
〇
年
で
半
減
、
組
立
加
工
型

の
前
記
三
業
種
は
七
三
年
合
計
約

一
万
三
〇
〇
〇
人
か
ら
、　
一
万
三
〇
〇
〇
人
弱
と
、
減
少
幅
は
少
な
い
。

造
船
を
申
心
と
す
る
輸
送
機
械
は
市
内
の
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
る
が
、　
一
九
七
五
年
五
五
〇
〇
人
か
ら
、
七
九
年
三
〇
〇
〇
人
と
、
短
期

に
急
激
な
減
少
を
み
せ
、
地
域
経
済
の
雇
用
機
会
の
減
少
に
決
定
的
な
影
響
と
印
象
を
与
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
内
各
工
業
は
、
雇
用

・
就
業
機
会
の
場
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
各
分
野
に
よ
り
契
機
と
時
期
、
程
度
の
相
違
は
あ
る
が
、
全

体
的
に
は
減
少
傾
向
を
た
ど

っ
て
い
る
の
に
対
し
、

『
国
勢
調
査
』
は
、
第
二
次
産
業
に
お
け
る
建
設
と
第
二
次
産
業
を
申
心
に
就
業
者
の
増

加
を
伝
え
て
い
る
。　
一
九
七
〇
年
―
八
〇
年
の

一
〇
年
間
で
第
二
次
産
業
全
体
で
そ
の
規
模
は
約
六
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
り
、
市
内
就
業
者
総
数

に
占
め
る
割
合
も
七
〇
年
の
四
六
％
か
ら
、
八
〇
年
五
三
％
に
過
半
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

う
ち
商
業
は
八
〇
年
時
点
で
就
業
者
約
二
万
六
六
〇
〇
人
で
二
三
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
は

一
万
七
七
〇
〇
人
で

一
五
・
三
％
で
あ
り
、
工
業

の
三
万
四
〇
〇
〇
人
に
た
い
し
、
商
業
は
七
八
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
二
％
に
の
ぼ
る

一
大
領
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。



日
　
清
水
市
就
業
者
の
社
会
階
層
と
社
会
的
分
業
編
成

就
業
者
数
で
市
内
全
体
の
五
割
を
上
回
る
こ
う
し
た
第
二
次
産
業
の
構
造
を
別
の
視
角
か
ら
み
る
た
め
に
、
第
１
表
を
作
成
し
て
み
た
。
縦

を
み
れ
ば
就
業
者
の
従
業
上
の
地
位
＝
社
会
階
層
が
、
横
を
み
れ
ば
そ
の
労
働
の
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
編
成
し
て
い
る
。

『
国
勢
調
査
』
産

業
小
分
類
と
従
業
上
の
地
位
別
就
業
者
数
の
表
を
組
み
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式
の
表
の
意
味
と
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
現

代
日
本
の
社
会
的
分
業
＝
具
体
的
有
用
労
働
の
編
成
と
階
級

・
階
層
構
成
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
は
こ
の
方
式
を
清
水
市
地
域

社
会
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
１
表
に
よ
れ
ば
、　
一
九
八
〇
年
の
就
業
者
総
数
に
つ
い
て
、
Ⅱ
部
門

（社
会
の
生
産
力
の
発
達
を
に
な
う
労
働
）
に
従
事
す
る
就
業
者
が

約
二
万
四
〇
〇
〇
人

（
二
〇

・
八
％
）、　
Ⅲ
部
門

（人
間
の
消
費
生
活
と
発
達
を
直
接
担
う
労
働
）
に
従
事
す
る
就
業
者
が
五
万
七
〇
〇
〇
人

弱

（
四
八

・
七
％
）、　
第
Ⅳ
部
門

（労
働
と
生
活
の
基
盤
を
に
な
う
労
働
）
に
従
事
者
が
約
二
万
三
〇
〇
〇
人

（
二
六

・
八
％
）
と
な
り
、
第

二
次
産
業
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
が
、
地
域
の
住
民
生
活
と
産
業
基
盤
形
成
に
深
く
か
か
わ

っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
を
社
会
階
層
別
に
み
れ
ば
、
例
え
ば
社
会
化
し
た
個
人
消
費
部
門
に
直
接
か
か
わ
る
第
Ⅲ
部
門
に
は
、
労
働
者
三
万

一
〇
〇
人
強

（労

働
者
の
四
割
）、　
雇
人
の
あ
る
業
主
層
で
二
五
〇
〇
人
弱

（
四
七
％
Ｙ
　
雇
人
の
な
い
業
主

・
家
族
層
で
は
二
万
人
に
達
し
、
こ
の
自
営
業
者

層
の
七
五
％
、
四
人
に
三
人
の
割
合
に
達
す
る
。

こ
れ
ら
の
領
域
ご
と
の
就
業
者
数
の
変
化
を
時
系
列
で
み
よ
う
と
し
た
も
の
が
第
３
表
で
あ
る
。
資
料
は

『事
業
所
統
計
』
を

用

い
て
お

り
、
第
１
表
の

『
国
勢
調
査
』
よ
り
も
か
な
り
粗
い
分
類
に
な
っ
て
い
る
が
、
傾
向
と
し
て
、
七
三
年
以
降
の
構
造
的
危
機

へ
の
移
行
と
と
も

に
第
Ⅲ

・
Ⅳ
部
門
の
成
長
が
う
か
が
え
る
。
清
水
市
経
済
は
、
工
業
に
お
け
る
長
期
の
苦
況
と
設
備
と
人
員
合
理
化
の
過
程
の
中
か
ら
上
記
第

Ⅱ
部
門
（再
生
産
論
で
い
え
ば
第

一
部
門
）
の
生
産
性
を
高
め
て
、
労
働
力
を

「
消
費
の
た
め
の
生
産
」
、　
″生
活
と
街

づ
く
り
″
の
領
域

（再

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



法
経
研
究
三
二
巻
三
号

（
一
九
八
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ハ

生
産
論
で
言
え
ば
第
Ⅱ
部
門
）
へ
配
置
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
仮
説
は
十
分
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
過
疎
地

の
農
漁
村
に
お
け
る
第

一
次
産
業
の
見
直
し
に
よ
る

「村
づ
く
り
」
と
は
ま
た
違

っ
た
、
都
市
地
域
で
の
暮
ら
し
と
住
環
境
を
整
え
る

「
街

づ

く
り
」
の
た
め
の
、
特
殊
清
水
市
的
な

「
内
発
型
」
開
発
の
基
礎
条
件
の
一
つ
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ

２０
。

０
　
清
水
市

。
市
民
所
得
指
標
と
そ
の
構
造
　
　
　
　
・

構
造
不
況
で
進
行
し
た
こ
の
労
働
力
配
置
の
基
礎
過
程
を
考
え
る
上
で
、
市
民
所
得
指
標
の
分
析
が

一
つ
の
カ
ギ
に
な
る
。

市
民
所
得
指
標
は
、
全
体
と
し
て
企
業
経
営
と
雇
用
者

・
自
営
業
者
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
動
向
を
統

一
的
に
、
か
つ
全
産
業
に
お
い
て
示

す
か
ら
、
清
水
市
経
済
の
全
体
的
動
向
を
み
る
上
で
は
最
も
重
要
な
指
標
の

一
つ
で
あ
る
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
農
業
と
工
業
に
お
け
る
就

業
者
の
、
特
に
こ
の

一
〇
年
の
急
激
な
傾
少
傾
向
と
は
逆
に
、
第
三
次
産
業
に
お
け
る
就
業
者
の

一
定
し
た
増
加
傾
向
の
根
拠
の
ひ
と
つ
に
は

所
得
分
配
を
め
ぐ
る
住
民
の
六
八
％
を
占
め
る

（第
１
表
）
最
大
社
会
階
層
で
あ
る
雇
用
者
層
の
雇
用
者
所
得
の
漸
増
傾
向
が
地
域
産
業
に
比

較
的
安
定
し
た
市
場
を
保
障
し
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
３
表
は

一
九
七
六
年
ま
で
し
か
推
計
し
て
い
な
ぃ
が
、
清
水
市
分
配
所
得
の
構
成
で
あ
り
、
雇
用
者
所
得
の
比
較
的
安
定
し
た
増
加
傾
向

（
七
六
年
時
点
で
分
配
所
得
全
体
の
六
割
を
超
す
）
と
、
法
人
企
業
所
得
の
激
し
い
増
減
、
特
に
七
四
年
以
降
の
低
迷
の
様
子
が

う

か
が

え

る
。
雇
用
者
所
得
が
企
業
所
得
に
比
べ
て
比
較
的
安
定
し
た
伸
長
を
示
す
の
は
、
企
業
の
側
で
は
円
滑
な
労
使
関
係
の
確
保
へ
の
配
慮
と
、
雇

用
者
の
側
で
は
生
活
の
保
障
と
向
上
を
背
後
に
し
た

一
定
の
力
量
の
存
在
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
か
と
い
っ
て
造
船
不
況
の
最
も
深

刻
な
時
期
の
よ
う
に
大
量
の
な
働
力
排
出
と
い
っ
た
場
合
も
、
清
水
市
で
は
種
々
な
分
野
で
な
お
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
。



こ
の
よ
う
な
分
配
所
得
の
動
向
は
、
逆
に
発
生
所
得
＝
市
内
純
生
産
に
作
用
し
、
第
４
表
に
み
る
よ
う
に
、
市
民
所
得
指
標
に
お
け
る
第
二

次
産
業
所
得
の
比
較
的
安
定
し
た
増
加
傾
向
の

一
因
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
二
次
産
業
所
得
は
、
金
融

・
保
険

・
不
動
産
業
で

七
七
年
、
運
輸

・
通
信
業
で
七
四
―
七
六
年
と
七
九
―
八
〇
年
、
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
業
で
七
九
年
と
停
滞
し
て
い
る
が
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
で
は

一
貫
し
て
安
定
的
増
加
を
示
し
、
第
二
次
産
業
全
体
で
も
工
業
が
七
四
年
水
準
か
ら

一
進

一
退
の
足
踏
み
状
態
で
あ
る
の
と
対
照
的
に

同
じ
期
間
に

一
三
七
四
億
円
か
ら
二
二
五
〇
億
円
と

一
・
六
倍
に
増
加
、
市
内
純
生
産
の
五
割
近
く
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
所
得
分
配
の
構
造
を
、
再
び
就
業
者
指
標
に
ひ
き
も
ど
し
て
市
内
産
業
の
動
向
を
み
た
も
の
が
第
５
表

（需
要
類
型
別
産
業
の
動
向
）

で
あ
る
。
Ｉ
生
産
財
産
業
は

一
九
七
四
年
の
約
五
万
人
か
ら
入

一
年
の
四
万
四
〇
〇
〇
人
へ
、
実
数
で
六
〇
〇
〇
人
、
構
成
比
で
四
六

・
五
％

か
ら
四
〇

・
八
％
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ⅱ
消
費
財
産
業
は
同
期
間
に
四
万
四
〇
〇
〇
人
か
ら
四
万
八
〇
〇
〇
人
へ
四
〇
〇
〇
人
の
増

加
、
ま
た
Ⅲ
共
通

（生
産
と
消
費
双
方
の
基
盤
提
供
と
い
う
合
意
）
産
業
は

一
万
三
〇
〇
〇
人
か
ら

一
万
六
〇
〇
０
人
弱

へ
二
〇
〇
〇
人
強
の

増
加
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
Ⅱ
消
費
財
産
業
と
Ⅲ
共
通
産
業
は
、
市
場
の
地
理
的
範
囲
で
み
れ
ば
、
比
較
的

「市
内
市
場
型
」
と
も
よ
べ
る
地
域
社
会
に
販
路
を
も

つ
も
の
が
多
い
。
第
６
表

（市
内
市
場
型
産
業
の
動
向
）
は
こ
れ
を
み
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
産
業
の
就
業
者
は
建
設
業
の
低
迷
を
除
け
ば

や
は
り
着
実
に
増
加
し
、
市
内
経
済
に
お
け
る
そ
の
ウ
エ
イ
ト

（
一
九
入

一
年
時
点
で
約
五
割
）
を
高
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
所
得
分
配
動
向
と
産
業
動
向
の
関
係
は
、
例
え
ば
雇
用
者
と
い
う

一
大
社
会
階
層
と
都
市
の
商
エ
サ
ー
ビ
ス
自
営
業
者

・
中
小
経

営
者
と
い
う
他
方
の
社
会
階
層
相
互
間
の
経
済
生
活
の
連
繋
を
緊
密
化
し
、
暮
ら
し
と
経
営
、
住
環
境
を
守
り
育
て
る
清
水
市
的
、
都
市
的
な

「
内
発
型
」
開
発
の
も
う
ひ
と
つ
の
社
会
的
条
（に
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

拙
稿

「
現
代
日
本
の
社
会
的
分
業
――
具
体
的
有
用
労
働
の
編
成
と
階
級

ｏ
階
層
構
成
」

（基
礎
経
済
科
学
研
究
所

『経
済
科
学
通
信
』
第
二
六
号
、

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

↓じ



一
人

法
経
研
究
三
二
巻
三
号

（
一
九
八
一一）

一
九
八
二
年
九
月
所
収
）

（２
）
拙
稿
「清
水
市
の
市
民
所
得
と
地
域
経
済
循
環
」

（静
岡
大
学
『法
経
研
究
』
第
二
八
巻
三
・
四
号
、　
一
九
八
〇
年
二
月
）
で
の
一
九
七
六
年
ま
で

の
推
計
。
今
回
純
生
産
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
延
長
し
推
計
し
た
。

（３
）

都
市
型
の
「
内
発
型
」
地
域
開
発
の
条
件
と
形
態
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
資
料
が
参
考
に
な
る
。
中
小
商
工
業
全
国
交
流
・
研
究
集
会
実
行
委

員
会

『
日
本
の
中
小
商
工
業
―
「
年
代
の
展
望
と
課
題

（第

一
回
報
告
集
）
Ｌ

一
九
八
一
年

一
一
月
、
お
よ
び
同

「共
同

・
連
帯
・
変
革
の
時
代
の
中

小
商
工
業

（第
二
回
報
告
集
）
』
一
九
八
二
年
一
二
月
、
お
よ
び
同
『地
域
に
根
ざ
し
た
繁
栄
と
平
和
を
（第
二
回
予
稿
集
）
』
一
九
八
三
年
八
月

「
外
来
型
」
地
域
開
発
＝
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
計
画
と
清
水
市
経
済

本
節
で
は
、
前
節
で
検
討
し
た
清
水
市
経
済
の
深
部
に
お
け
る
構
造
変
化
を
ふ
く
む
低
迷
状
況
に

「起
死
回
生
の
活
力
を
創
出
す
る
」
趣
旨

で
計
画
さ
れ
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
計
画
が
、
清
水
市
経
済
に
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
う
る
の
か
、
真
の
活
力
の
創
出
に
結
び

つ
き
う
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
ま
ず
経
過
を
整
理
し
て
お
く
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
計
画
は
、
清
水
市
商
工
会
議
所
会
頭
を
会
長
と
す
る
臨
海
工
業
地
帯
再
整
備
計
画
推
進
研
究
会
が
、
港
湾
を
中
心
と
す
る

い
く
つ
か
の
地
区
の
工
業
再
配
置

。
再
開
発
の
一
環
と
し
て
提
言
、　
一
九
七
九
年
度
に
清
水
市
の

『清
水
臨
海
工
業
地
帯
再
整
備
計
画
策
定
調

査

（以
下

『策
定
調
査
』
と
呼
ぶ
と
に
お
い
て
種
々
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
る
。
中
部
電
力
は

一
九
九
〇
年

（昭
和
六
五
年
）
運
転
開
始
を
目

途
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
気
化
設
備
と
そ
れ
を
燃
料
と
す
る
出
力

一
四
〇
―
二
〇
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
大
力
発
電
所
の
本
格
的
建
設
構
想
の
具
体
化
に
着
手

し
、　
一
九
八

一
年
二
月
に
は
三
保
地
区
の
ア
ル
ミ
精
錬
を
行
っ
て
い
る
地
元
大
手
企
業
の
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
清
水
工
場
の
遊
休
地
約

一
〇

万
坪
を

一
二
九
億
円
で
買
収
、
同
時
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
入
力
発
電
所
増
設
に
伴
う
漁
業
組
合
と
の
補
償
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

清
水
市
は

『策
定
調
査
』
を
ま
と
め
た
あ
と
、　
一
九
八

一
年
九
月
に
は

「
造
船
不
況
対
策
室
」
を
改
組
し

「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
対
策
室
」
を
設
置
、
地



元
住
民
の
他
県
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
見
学
等
を
行

っ
て
い
る
。

序
の
注
０
に
示
し
た
よ
う
に
、　
一
九
八
三
年
二
月
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
現
在
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
計
画
は
、
中
部
電
力
の
側
に
お
け
る
漁

業
権
補
償
交
渉
の
難
航
と
そ
れ
に
伴
う
市
当
局
の
八
三
年
度
か
ら
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
遅
れ
に
加
え
て
、
市
内
電
力
需
要
見
込
み
量
の
大

幅
な
下
方
修
正
に
よ
っ
て
、

「
設
備
投
資
時
期
の
延
期
」
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
計
画
が
最
終
的
に
放
棄
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
を

報
じ
た
新
聞
が
申
部
電
力
側
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て

「
需
要
の
落
ち
込
み
が

一
過
性
の
も
の
な
の
か
ど
う
か
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
出
た
。
計

画
の
基
本
方
針
は
、
ま
だ
変
え
て
い
な
い
の
で
補
償
交
渉
は
続
け
た
い
。
設
備
投
資
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
電
力
需
要
を
も
う

一
度
見

定
め
て
か
ら
で
な
い
と
何
も
い
え
な
い
」
と
報
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。

０
　
清
水
市

『
策
定
調
査
』
に
お
け
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
の
経
済
効
果
測
定
の
概
要

申
部
電
力
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
と
大
力
発
電
所
増
設
が
、
地
元
清
水
市
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
う
る
か
と
い
う
内
容
の
全
体

像
が
示
さ
れ
た
の
は
、
前
述
の
清
水
市
が

一
九
七
九
年
度
に
行

っ
た
調
査

『
清
水
市
臨
海
工
業
地
帯
再
整
備
計
画
策
定
調
査
』
で
あ
る
。

三
保
貝
島
地
区
に
つ
い
て
は
前
記
の
日
本
軽
金
属
の
広
大
な
遊
休
地
の
活
用
を
趣
旨
と
し
て
、
Ａ
案

（機
械
金
属
中
核
企
業
の
誘
置
と
既
存

市
街
地
の
関
連
企
業
の
移
転
案
）
と
Ｂ
案

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地

・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
入
力
発
電
所
建
設
）
の
両
案
が
示
さ
れ
、
そ
の
地
元
経
済
へ
の
効
果
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
０
投
資
額
、
０
雇
用
、
＜ｃ＞
生
産
規
模
、
０
財
政
収
入
、
＜ｅ＞
経
済
へ
の
波
及
、
の
五
項
目
が
比
較
検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
概
要
は
個
々
に
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
結
論
を
概
括
す
れ
ば
第
７
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
０
投
資
額
は
Ｂ
案

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
）
が

発
電
所

一
八
〇
〇
億
円
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地

一
〇
〇
〇
億
円
、
計
二
八
〇
〇
億
円
と
近
代
技
術
を
伴
う
大
型
固
定
設
備
に
ふ
さ
わ
し
く
巨
額
な
も
の

と
な
る
。
「投
資
額
で
み
る
と
Ａ
案
と
Ｂ
案
で
は
大
き
な
差
が
み
ら
れ
て
い
る
」
と

『
策
定
調
査
』
は
こ
の
項
目
の
比
較
結
果
を
結
ん
で
い
る
。

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



表7 両案の効果の検討結果の概要

A案 (中核・中小企業団地) B案 (LNG基助

(→ 投  資  額 約  320億 1円 約  2,800億 円

lbl 雇    用

(C)生
(畠議轟
模

(ω 財 政 収 入

le)経済への波及

効果

中核企業  1,040人増

年約  189億円

法人市民税  3‰
諄皐覇

固定資産税  22。 51億円

合   計  53.“億円

歳入増加分は地方交付税

との相殺で 0

・設備投資による波及約

194億円

・生産活動による波及約

244億円(年)°
異騒醤登I讐段貪  0

轟麿燿:‰人・日(30

電源三法交付金

8。備 円(3年間)

固定資産税

305.5億円(鋤年間♪

特別トン税 年0。 5億円

合計 固定資産税・特別
トン税による歳入増加分

165.6億 1円 (13年間)

・設備投資による波及

約 1,167億円
。生産活動(冷熱利用産業)

による波及約W億円(年)
・財政収入による波及

約99億円(13年間)

法
経
研
究
三
二
巻
三
号

（
一
九
八
一一）

二
〇

０
雇
用
効
果
に
つ
い
て
は
Ｂ
案

（
Ｌ

Ｎ
Ｇ
基
地
）
の
建
設
雇
用
は
約
二
年
間

で
延
べ

一
一
五
万
人

・
日
、
こ
れ
は
年

二
六
五
日
労
働
で
約

一
〇
五
〇
人

ｏ
日

の
雇
用
創
出
効
果
と
見
積
る
こ
と
が
で

き
る
。
が
、

『
策
定
調
査
』
は
こ
の
雇

用
効
果
は

「
建
設
期
間
と
い
っ
た
短
期

的
に
み
た
場
合
、
Ｂ
案
の
雇
用
が
大
き

い
が
、
長
期
的
に
み
た
場
合
は
Ａ
案
の

雇
用
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
」
と
結
ん

で
い
る
。

＜ｃ＞
生
産
規
模
は
製
造
品
出
荷
額
の
規

模
を
意
味
し
て
お
り
、

「
生
産
活
動
が

毎
年
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
Ｂ
案
に
な

い
Ａ
案
の
特
徴
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ

Ｚ
つ
。③

財
政
収
入
に
つ
い
て
は
少
し
説
明

を
要
す
る
。
ま
ず
Ａ
案

（中
核
企
業
誘



置
を
伴
う
機
械
金
属
工
業
団
地
）
は
市
民
税

（法
人
分
）
と
土
地
を
除
く
固
定
資
産
税
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
土
地
は
Ａ

・
Ｂ
案
共
通
で
省
か

れ
、　
一
〇
四
〇
人
の
雇
用
増
か
ら
生
ま
れ
る
市
民
税

（個
人
分
）
は
こ
の
雇
用
者
の
居
住
地
が
不
確
定
と
い
う
こ
と
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な

い
。
Ａ
案
の
市
民
税

（法
人
分
）
は
工
業
出
荷
額
と
商
業
販
売
額
の
将
来
見
込
み
額
に
よ
っ
て
推
計
さ
れ
、
工
業
出
荷
額
は
初
め
の

一
五
年
間

実
質
年
成
長
率
五
・
六
％
、
次
の

一
五
年
間
二
・
六
％
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
重
回
帰
式
に
よ
る
市
民
税
の
推
計
で
あ
ろ
う
か
。

重
要
な
こ
と
は
三
〇
年
間
で
約
五
二
億
円
の
Ａ
案
の
税
収
見
込
み
が

「
そ
の
ま
ま
歳
入
増
と
は
な
ら
ず
、
過
去
五
年
間
の
平
均
地
方
交
付
税

額
七
七
六
百
万
円
を
と
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
相
殺
さヽ
れ
て
し
ま
い
、
歳
入
増
加
分
は
な
い
こ
と
に
な
る
」
す
な
わ
ち
税
収
増
は
清
水

市
財
政
の
赤
字
幅
を
埋
め
て
黒
字
に
転
化
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
案

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
）
は
、
電
源
三
法
交
付
金

（着
二
年
度
か
ら
完
成
年
度
ま
で
に
八
億
四
〇
〇
〇
万
円
）、
固
定
資
産
税
、

特
別
ト
ン
税
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
決
定
的
な
の
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
巨
額
の
固
定
設
備
か
ら
あ
が
る
固
定
資
産
税
で
あ
り
、
三
〇
年
間
で

三
〇
五
億
五
０
０
０
万
円
と
見
積
も
ら
れ
、
地
方
交
付
税
相
殺
分
を
ひ
い
て
も
歳
入
増
加
分
と
し
て

一
三
年
間
に
お
け
る

一
六
六
億
円
が
見ヽ
込

ま
れ
て
い
る
。

『
策
定
調
査
』
は
こ
の
項
目
を

「
財
政
収
入
で
み
た
場
合
、
Ａ
案
と
Ｂ
案
で
は
大
き
な
差
が
生
じ
る
と
い
え
よ
う
」
と
結
ん
で

い
る
。

０
経
済

へ
の
波
及
効
果
が
最
後
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
０
設
備
投
資
、
＜ｃ＞
生
産
活
動
、
③
財
政
収
入
に
よ
る
公
共
投
資
、
の
そ

れ
ぞ
れ
が
も
た
ら
す
主
に
県
内
の
生
産
活
動
へ
の
波
及
効
果
で
あ
る
。
結
論
は
前
掲
第
７
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
効
果
は
直
接
生
産
誘
発
額
に

加
え
て
、
静
岡
県
産
業
連
関
表
に
よ
る
間
接
生
産
誘
発
額
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

伺

　
『策
定
調
査
』
の
経
済
効
果
測
定
の
問
題
点

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
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『
策
定
調
査
』
は
、
三
保
員
島
地
区
に
お
け
る
日
本
軽
金
属
の
広
大
な
遊
休
地
活
用
策
と
し
て
、
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
結
論
的
な
部
分
で

は
Ａ
・
Ｂ
両
案
の
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
と
条
件
整
備
の
課
題
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
い
ず
れ
の
案
を
具
体
化
す
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て

い
な
い
。

『
策
定
調
査
』
そ
れ
自
体
の
趣
旨
が
そ
う
で
あ
り
、
こ
の
結
論
は
、
前
記
臨
海
工
業
地
帯
再
整
備
計
画
推
進
研
究
会
で
下
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

た
だ
こ
の

『
策
定
調
査
』
に
お
け
る
三
保
員
島
地
区
の
投
資
効
果
の
検
討
内
容
に
は
、
以
下
考
察
す
る
三
点
で
の
大
き
な
問
題
点
が
含
ま
れ

て
い
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
計
画
が
、

「構
造
不
況
を
き
っ
か
け
に
低
迷
し
た
地
元
経
済
に
起
死
回
生
の
活
力
を
創
出
す
る
」
こ
と
を

一
つ
の

大
き
な
動
機
に
し
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
点
の
考
察
は
重
要
で
あ
る
。

第

一
の
問
題
点
は
、
Ａ

・
Ｂ
両
案
の
経
済
効
果
の
比
較
方
法
が
時
間
的

・
空
間
的
に
必
ず
し
も
整
序
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
あ
る
意
味
で
初

歩
的
手
続
き
に
か
か
わ
る
点
で
あ
る
。

例
え
ば
＜ａ＞
投
資
額
に
つ
い
て
。
Ａ
案
は
中
核
企
業

・
中
小
企
業
団
地
あ
わ
せ
て
約
二
二
〇
億
円
の
設
備
投
資
額
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
Ｂ
案
で
は
設
備
投
資
額
二
八
〇
〇
億
円
が
想
定
さ
れ

「
Ａ
案
と
Ｂ
案
で
は
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
」
と
結
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
設
備
投

資
額
が
、
地
元
清
水
市
経
済
と
い
う
地
理
的

・
空
間
的
範
囲
を
限
定
す
れ
ば
、　
事
情

は
大
分
違

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
何
故
な

ら
、
高
度
な
技
術
を
内
包
す
る
大
型
設
備
と
し
て
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地

・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
発
電
所
設
備
の
大
半
は
、
市
外
の
大
手
重
工
業
メ
ー
カ
ー
に
発
注

さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
別
の
＜ｅ＞
経
済
効
果
が
検
討
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
は
、
こ
の
事
情
が
考
察
に
入
れ
ら

れ
、

「
Ｂ
案
に
つ
い
て
は
、
建
物
設
備
投
資
の
う
ち
、
ボ
イ
ラ
ー
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
発
電
機
と
い
っ
た
特
定
メ
ー
カ
ー
に
依
存
す
る
も
の
は
県
外

調
達
と
い
う
こ
と
で
直
接
誘
発
額
か
ら
除
い
た
た
め
、
こ
れ
が
七
九
五
〇
〇
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
Ｂ
案
二
人
〇
〇
億
円
の

う
ち
静
岡
県
内

へ
の
効
果
と
し
て
は
二
人
％
に
ダ
ウ
ン
す
る
想
定
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

実
際
に
清
水
市
経
済

へ
の
効
果
と
い
う
更
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
を
考
え
る
な
ら
、
第
８
表
に
示
す
間
接
建
設
費
十
建
屋
建
設
費
を
合
わ
せ
た



三
二
〇
億
円
、
投
資
総
額
の

一
〇
％
前
後
と
い
う
と
こ
ろ
が
実
態
に
近
い
想
定
で
は
あ
る
ま
い
か
。
Ａ
案
の
方

も
中
核
企
業
誘
置
を
核
と
す
る
以
上
、
こ
の
設
備
投
資
額
の
内
容
も
市
内
へ
の
効
果
を
全
額
に
わ
た
り
も
た
ら

さ
な
い
に
し
て
も
、
地
元
清
水
市
経
済
に
及
ぼ
す
投
資
効
果
と
し
て

『
策
定
調
査
』
の
地
理
的
無
限
定
性
を
絞

り
込
め
ば
、
両
案
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
差
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
は
経
済
効
果
測
定
は
地
元
栃
果
に
限
る
と
主
張
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
他
地
域
も

含
め
た
経
済
効
果
と
地
元
効
果
の
双
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
整
序
さ
れ
て
示
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
の
比
較
に
際
す
る
基
準
の
整
序
は

『策
定
調
査
』
の
場
合
、
時
間
的
に
も
無
限
定
で
あ
る
。
例
え
ば
０
経

済
へ
の
波
及
効
果
の
項
目
に
つ
い
て
。
第
７
表
に
示
す
と
お
り
、　
こ
れ
は
０
設
備
投
資
、　
０
年
々
の
生
産
活

動
、
③
財
政
収
入
に
よ
る
公
共
事
業
、
の
三
ル
ー
ト
か
ら
の
、
地
域
経
済
の
生
産
誘
発
効
果
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、　
一
過
性
の
設
備
投
資
波

及
と
年
々
の
生
産
活
動
に
よ
る
持
続
的
波
及
、
財
政
収
入
純
増
分
の
逓
減
的
な
公
共
事
業
か
ら
の
波
及
が
そ
れ
ぞ
れ
並
列
的
に
検
討
さ
れ
る
に

と
ど
ま
り
、　
一
定
、の、対
、家
期
、間
、内
、で
、の、
十
全
な
経
済
効
果
が
煮
つ
め
ら
れ
て
い
な
い
。
も
し

一
三
年
間
と
い
う
期
間
内
を
と
っ
た
場
合
、
Ａ
案

の
特
徴
で
あ
る
年
々
の
生
産
活
動
の
効
果
は
巨
額
に
な
り
、
Ｂ
案

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
）
の
投
資
効
果
、
財
政
収
入
に
よ
る
公
共
事
業
投
資
に
よ
る

波
及
効
果
を
し
の
い
で
総
額
で
倍
以
上
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
重
要
な
こ
と
は
こ
の
Ａ
案
の
経
済
効
果
は
、　
年
々
の
生
産
活
動
が
順
調
に
営
ま
れ
る
限
り
、　
逓
増
的
で
あ
る
の
に
対
し
、　
Ｂ
案
の

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
）
の
経
済
効
果
は
、
建
設
時
の
波
及
と
、
急
速
に
減
少
す
る
固
定
資
産
税
収
入
に
依
拠
し
て
い
る
性
格
か
ら
、　
逓
減
的
中で
あ

り
、
何
年
か
先
に
は
消
滅
す
る
こ
と
も
念
頭
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

第
二
の

『
策
定
調
査
』
の
経
済
効
果
測
定
の
問
題
点
は
、
検
討
項
目
に
お
け
る
内
容
選
択
の
恣
意
性
で
あ
り
、
論
理
整
合
性
に
関
し
て
で
あ

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
二

表 8 LNG基 地投資額

用 地 費

間接建設費

建屋建設費

機械装置費

合  計

150億円

12喘円
200億円

2,330億 円

2,800億円

(出所)『策定調査』44P
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二
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２
０
。例

え
ば
、
先
に
み
た
よ
う
に
０
の
経
済
効
果
は
、

『
策
定
調
査
』
が
０
設
備
投
資
か
ら
の
生
産
誘
発
額

（約
二
年
）、　
０
生
産
活
動
か
ら
の

一
層
の
生
産
誘
発
額

（
一
年
）、　
③
財
政
収
入
に
よ
る
公
共
事
業
が
も
た
ら
す
生
産
誘
発
．額

（約

一
三
年
）
の
三
ル
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に

期
間
概
念
も
ま
ち
ま
ち
の
ま
ま
並
列
さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
検
討
し
た
よ
う
に
期
間
概
念
を
そ
ろ
え
れ
ば
、
０
の
生
．産
活
動
ル
ー

ト
か
ら
の
Ａ
案
の
優
位
性
が
多
大
で
あ
り
、
全
体
的
経
済
効
果
も
量
的
に
二
倍
以
上
に
の
ば
り
う
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
生
産
誘
発
が
更
に
確
実

に
税
収
増
と
な
り
う
る
点
に
つ
い
て
は
、
０
税
収
効
果
の
箇
所
で
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
同
様
の
こ
と
は
０
雇
用
効
果
に
お
け
る
Ａ
案
の
優
位
性
で
あ
る
約

一
〇
〇
〇
人
の
雇
用
増
が
も
た
ら
す

（市
民
税
）
効
果
や
地
元
経
済

へ
消
費
支
出
を
つ
う
じ
て
も
た
ら
す
経
済
効
果
も

「
居
住
地
が
不
確
定
」
と
の
理
‐由
か
ら
か
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

Ａ
案
の
優
位
性
を
示
す
項
目
で
あ
る
０
雇
用
効
果
や
０
経
済
効
果

（生
産
活
動
を
つ
う
じ
た
効
果
）
が
地
域
経
済
へ
更
に
波
及
す
る
効
果
や

税
収
効
果
が
と
り
あ
げ
ら
れ
ね
ば
、
経
済
効
果
測
定
と
し
て
は
論
理
的
整
合
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

以
上
指
摘
し
た

『策
定
調
査
』
の
第

一
、
第
二
の
問
題
点
の
う
ち
、
０
財
政
収
入
効
果
を
除
い
た
結
果
を
大
ざ
っ
ぱ
に
修
正
計
算
す
れ
ば
、

第
９
表
の
と
お
り
と
な
る
。

日
　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
の
財
政
収
入
効
果

『策
定
調
査
』
の
経
済
効
果
測
定
を
第
９
表
の
よ
う
に
修
正
し
て
み
れ
ば
、
Ｂ
案

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
）
の
主
要
な
メ
リ
ッ
ト
は
０
財
政
収
入
項

目
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
近
代
技
術
を
集
め
た
人
員
を
殆
ん
ど
要
し
な
い
巨
額
の
装
置
型
産
業
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
市
の
自
主
的
財
源
と
し
て
の

固
定
資
産
税
収
に
よ
る
歳
入
増
が
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。



表9 『策定調査』の経済効果測定の修正試算表   (1墨肉穆證)

(a)投 資 額

(清水市内)

約32喘円 ―

「
円

麟鶏
織
領

lbl 雇  用 中核企業1,040人増
関連企業等の雇用増効果は

省く。

運転時200人

建設雇用115万人・ 日(3年 )
↓

((115万
人
二月島め『 醇 昌))

0)生産規模 年約189億円
13年間  3,4帥億円

蓼熙閂希1
(の 経済への

波及効果

(13年間)

(県 内)

・設備投資による波及1 鑢ゝ F ・設備投資による波及1,167億円・
灯綺[[;裡峯

・生産活動による波及 681億円

(冷熱利用1産業)

(年成長率5.6%と する)

・財政収入に伴う公共投資に

よる波及0円

※雇用増→消費増→地域売上

げ増は省略
壺蜘

・財政収入による波及  99億円

※左と同様 _.」二 ::I重

|   グヽ計 4,6舒億円|

I A案 (中核・中小企業団地) B案(LNG基地)

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造



法
経
研
究
三
二
巻
三
号

（
一
九
八
一３

『策
定
調
査
』
の
第
二
の
問
題
点
は
、
こ
の
０
財
政
収
入
効
果
測
定
に
関
し
て
で
あ
る
。

『策
定
調
査
』
に
お
い
て
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
財
政
収
入
効
果
の
中
心
を
な
す
固
定
資
産
税
収
に
つ
い
て
詳
ｔ
い
計
算
手
続
き
は
示
塔
れ
て

い
な
い
。
①
当
初
建
設
費
は
第
８
表
で
示
し
た
よ
う
に
機
械
装
置
二
三
三
〇
億
円
、
建
屋
他
三
二
〇
億
円
、
用
地
費

一
五
〇
億
円
で
計
二
八
〇

〇
億
円
。
②
計
算
結
果
は
完
成
年
度
か
ら

一
五
年
め
ま
で
の
固
定
資
産
税
収
約
二
六
四
億
円
、　
三
ハ
年
め
か
ら
三
〇
年
め
ま
で
四
二
億
円
の
計

三
〇
五
・
五
億
円
で
あ
る
。
さ
ら
に
③
歳
入
全
体
の
増
加
分
は
最
初
の
一
三
年
間
に
お
け
る
一
六
五
・
六
億
円

（歳
入
増
累
計
額
で
、　
三
二
年

を
過
ぎ
る
と
歳
入
増
と
は
な
ら
な
く
な
る
計
算
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
）
と
い
う
三
段
階
の
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
現
実

的
に
こ
の
よ
う
に
歳
入
増
は

一
三
年
間
、
累
計
で
す
六
五
・
六
億
円
と
い
う
計
算
ど
お
り
に
進
行
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

②
の
数
字
で
示
さ
れ
て
い
る
完
成
年
度
か
ら

一
五
年
め
ま
で
の
固
定
資
産
税
収
二
六
四
億
円
が
、
歳
入
増
と
し
て
一
三
年
め
ま
で
一
六
五
・

六
億
円
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、
地
方
交
付
税
相
殺
分
は
大
ざ
っ
ぱ
に
考
え
て

い０会
耐
コ
ー
，８
９
８
卿
コ
＝
０９
思
卿
コ

約

一
〇
〇
億
円
が
見
積
も
ら
れ
て
い
る
勘
定
に
な
る
。　
三
二
年
間
に
わ
た
る
こ
の
約

一
〇

〇
億
円
の
地
方
交
付
税
相
殺
分
は
、
市
財
政
の
今
後

一
三
年
間
に
わ
た
る
い
わ
ば

「赤
字

見
込
み
」
で
あ
る
。
こ
の

「赤
字
見
込
み
」
は
、

『策
定
調
査
』
の
一
頁
に
も
み
た
な
い

Ｂ
案
の
財
政
収
入
効
果
検
討
箇
所
に
第
１０
表
０
と
お
り
引
用
さ
れ
た
表
か
ら
し
て
、

８
Ｎ
Ｉ
譴
０
０
巖
丼
い
や
酬
０
諄
ヽ
潮
〓
識
螢
や
判
跡

ド
ぶ
菰
コ
×
８
０
ヨ
＝
８
９
８
耐
コ

と
い
う
簡
便
な
計
算
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

つ
ま
り
清
水
市
財
政
は
ほ
ぼ
年
平
均
八
億
円
程
度
の

「赤
字
見
込
み
」
が
続
く
と
い
う

表10 過去5年間の地方交付税

額の動向

資料 :「決算状況調」清水市

(出所)『策定調査』

昭和49T 1    615百万

平  均 1    776

51 1  1,067

52    1       613

50    1        237



表11 最近5年間の清水市地方交

付税額

(出F~JID 清水市『清水市の統計』

より

想
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
推
量
で
あ
り
、
別
の
形
で
基
準
財
政
収
支
見
込
み
か

ら
算
出
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

『策
定
調
査
』
が

一
三
年
間
に
わ

た
り
地
方
交
付
税
交
付
金
累
計
額

一
〇
〇
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
市

財
政
の
年
平
均
八
億
円
と
い
う

「
赤
字
見
込
み
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
筆
者
の
推
量
と
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

問
題
は
こ
の

『策
定
調
査
』
が
想
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
年
平
均
八
億
円
の

「赤

字
見
込
み
」
が
、
よ
り
最
近
の
市
財
政
で
は
も
っ
と
額
も
大
き
く
、
深
刻
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
第
１１
表
で
示
す
と
お
り
、
昭
和
五
三
―
五
七
年
の
最
近
の
五
年
間
を

み
る
と
、
地
方
交
付
税
の
年
平
均
は
約

一
七
億
円
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

『
策
定
調
査
』
の
市
財
政

「赤
字
見
込
み
」
額
の
倍
を
上
回

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

こ
れ
は

『
策
定
調
査
』
で
の
予
測
時
点
が
七
九
年
度
で
あ
っ
て
、
仕
方
が
な
か
っ
た
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
市
財
政
の
赤
字
幅
が
拡

大
し
、
地
方
交
付
税
交
付
金
が
近
年
平
均

一
七
億
円
に
ま
で
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
第
１１
表
に
示
す
よ
う
に
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
建
設

か
ら
得
ら
れ
る
財
政
効
果
を
大
き
く
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
。

筆
者
が
第
１２
表
に
掲
げ
た
そ
の
財
政
効
果
は
大
ざ
っ
ば
な
も
の
で
あ
る
が
、

『
策
定
調
査
』
の

一
三
年
間
に
わ
た
っ
て

一
六
五

・
五
億
円
の

歳
入
増
と
の
想
定
は
、
そ
の
主
要
な
固
定
資
産
税
収
に
つ
い
て
み
る
限
り
で
は
、
四
年

（今
後
の
市
財
政
の
地
方
交
付
税
が
増
え
れ
ば
も
っ
と

短
期
）
間
に
わ
た
り
、
三
０
億
円
程
度
に
大
幅
に
下
方
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
か
ら
の
財
政
効
果
が
、
決
し
て
期
待
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
既
に
原
子
力
発
電
所
を
誘
置
し
た
市
町
村
の
財
政

へ
の
影
響
で
示
さ
れ
て
い
綺一

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七



(億円)

入 増
(③-1

表12 LNG基地建設と税収・歳入増の概算

①設備投資額

法
経
研
究
三
二
巻
三
号

（
一
九
八
一一〇

「

７

‐

７

‐

３

‐

０

０

０

４

９

５

２

一　

一　

一　

一

二
八

各
地
の
原
発
立
地
市
町
村
で
は
当
初
は
急
増
す
る
税
収
を
み
る
が
、

急
速
に
逓
減
す
る
固
定
設
備
の
減
価
償
却
の
た
め
に
、
こ
の
税
収
は
急

減
し
消
滅
す
る
宿
命
を
も
つ
。
他
方
当
初
に
増
加
し
た
税
収
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
公
共
施
設
の
運
営
費
は
逓
増
し
、
各
地
の
原
発
立
地
市
町

村
は
再
び
赤
字
団
体
に
転
落
す
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
道
は
更
な
る
原
発
の

誘
置

・
増
設
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。

お

わ

り

に

以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
導
入
が
地
域
経
済
に
も
た
ら

す
効
果
に
つ
い
て
は
、
こ
の
殆
ん
ど
唯

一
の
メ
リ
ッ
ト
と
も
い
え
る
財

政
収
入
効
果
で
す
ら
、
多
大
な
期
待
を
抱
か
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

地
域
経
済
に
求
め
ら
れ
て
い
る
真
の

「
活
力
」
と
は
、
働
く
人
々
の

姿
の
見
え
な
い
大
型
装
置
に
依
存
す
る
型
で
は
な
く
、
住
民
各
層
が
み

ず
か
ら
の
経
営
と
労
働
の
実
態
に
根
ざ
し
た
産
業
政
策
へ
の
「参
加
」

と
創
意
発
揮
の
条
件
形
成
を
、
国
の
産
業
政
策
と
行
財
政
の
集
権
的
構

造
そ
れ
自
身
の
改
革
展
望
を
ふ
く
め
て
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
生
活
行
政
に
お
け
る
住
民

「参
加
」
と
街
づ
く
り
を
真
に
民
主
的

第 1年 度

2 ″

3 〃

4 〃

5 〃

6 ″

7 ″

2,800 2,240

1,904

1,618

1,375

1,169

994

845

XO。

31.4

26.7

22.7

19.3

16.4

13.9

11.8

Q■ ) ②欄において,初年度の回1定資産評価額を,設備投資額の8割とし
たのは,例えば日本開発銀行『調査』第54号,27Pにおける発電原価

試算の初年度固定資産税計算による。

(注 2) ②欄の2め以降年は,15%定率の減価償却法
(注 3) ④欄の歳入増は,③欄でえられた固定資産税収に,本文で不した最
近 5年間の年平均地方交付税額17億を相殺分としてひいたのこり。



に
運
営
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
地
域
中
小
商
工
業
の
経
営
基
盤
の
拡
大
＝
産
業
政
策
の
一
形
態
と
結
合
す
る
こ
と
、
等
で
あ
る
。

地
味
で
は
あ
り
、
即
効
性
に
富
む
と
は
い
え
な
い
こ
の
よ
う
な
産
業
政
策
と
生
活
行
政
の
民
主
主
義
が
保
障
さ
れ
、
市
民
各
層
の
学
習
と
創

意
が
保
障
さ
れ
て
こ
そ
、
産
業
と
生
活
の
場
で
、
そ
の
担
い
手
自
身
に
よ
る
改
革
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
節
で
み
た
基
礎
過
程
の
進

行
は
、
そ
の
客
観
的
条
件
と
担
い
手
が
ヽ
経
営
と
生
活
の
苦
悩
の
中
か
ら
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
つ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
渡
辺
精

一
「原
子
力
発
電
と
自
治
体
財
政
」

（
『都
市
問
題
』

一
九
八
一
年

一
〇
月
号
）
お
よ
び
第
二
節
注

（４
）
参
照

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造

二
九

Tじ



図 1 清水市純生産 (市民所筍 の推移
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図4清水市製造業(中分類)純生産の動向
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表6 帝内市場型産業の動1向 (従業員詢 蝉 位 :ADI

清
水
市
の
経
済
循
環
と
階
級
構
造

導襦隋等お陽
41年=100
とする

伸び率

113.

120.

123.

140.

122.

1“ .

124`

152。

二
九

41年 婢 474 501ト 5昨 眸

清 水 市 総 数 88,83ξ 100,891 111,289 109,5舒 108,1560 110,76C

建  設  業 6・ 896 9,071 8,813 8,719 8,779 8,655

小  売  業 13,537 17,301 18,6" 1919Ю曖 20,250 21,323

金 融・保険業 2,511 2っ 871 3,1021 3,“ 3,851 4,0暖

不 動 産 業 ,331 剛 38C 42( 飩
．

642

以♂%罐 719 一” 537 6甕 669 6∝

サ ー ビ ス 業 11,532 12,578 14,叡〕ξ 14,995 15,988 17,2襲

公 務 1,5馳 1,698 1,723 1,781

市1内市場型産業 合計 35,526 42,804 47,295 4K),〔 ‖3( 51,862 54,

100.

100.

く出1所)F事業所統計Jよ り作成
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表13 製 造 業 (中 分 類)純 生 産 の 構 成 と 推 移

(出所) 各年「工業統計表Jよ り推計。推計手続きは拙稿「 清水市の市民所得と地域経済循環」『法経研究』第28X3,4号 1980年 3月

なお,1973年は,減価償却費,間接費を求めるうえで必要な『県民所得統計』の比率が不明なためまとまらない。

(濁  合計は,製造業の企業規模別に求めており, 1～ 20の産業の中分類別に求めたものの総計ではない点,留意を要する。
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